
  

 

 

 

 

２学期始業式 校長式辞 
～実りある２学期にするために～ 

 ついこの間始まったと思った夏休みも、あっという間に終わってしましたね。 
 この夏休みは皆さん一人ひとりにとって充実した夏休みになったでしょうか。 
先ずは、女子ソフトテニス部の全国大会出場を筆頭に、部活動等の大会や発表会、また地域でのボ

ランティア活動など、多方面で大活躍をしてくれたこと。そして、大きな事故なく、こうして無事に
元気な姿で登校してくれたことを、本当にうれしく思っています。 
 さて、１学期終業式に、１学期に自分が変わったとか成長したという実感がある人と訊ねましたが、
その時は、そうした実感がないという人が多かったですね。 
 この夏休みを、自分を変える、成長させるチャンスにして、チャレンジをして自分をチェンジさせ
てみようとも話しました。ほんの些細な変化でもＯＫです。夏休みに自分を変えることができたでし
ょうか？ 
 今、大槗さん、生倉さん、加藤さんの代表３人が大変すばらしい目標を発表してくれました。 
皆さん一人ひとりも代表と同様に、２学期への抱負をもって、この始業式に臨んでいることと思いま
す。２学期の目標を達成できるように、精進してください。 
 さて、実りの２学期が始まるわけですが、私の考えるキーワードは、「自ら求め、行動する」と「タ
フさを持つこと」です。 
 題名は忘れてしまいましたが、ある自己啓発本の中で、成長する人、学びを深める人は常に「疑問
を抱いている人」「現状に満足しない人」だと書いてありました。このタイプの人は、「もっと知り
たい」「もっと上手くなりたい」という欲求が起こり、自らを厳しい環境に追い込むことができる人
だからだということです。反対に「もうできない」「もうこの程度でいい」と安易に考える人は、自
分を甘やかした環境に置いてしまうことになって、そこで可能性が止まってしまうとありました。 
 特に３年生は、自分の進路を決定する大事な時期となりました。 
 自分の考えている進路に向けて、それなりの覚悟と犠牲を払わないと実現が難しい人もいるとこと
思います。 
 私もそうですが、人は上手くいかないことがあると、その理由を自分以外のものに転嫁したがるも
のです。「先生が・・・だから」とか「友達が・・・だから」とか。 
 「親がここにいけというから・・・」とか。こんな言い訳を考えているうちは上手くいくわけがあ
りません。自分の意志をもって、自分からアクションを起こしていかなければいけないのです。 
 １、２年生も、合唱コンクールや鉄人遠足などの行事等をとおして、仲間と協力し、切磋琢磨しな
がら、自分自身を高めて行けるように頑張ってください。 
 セミ等が脱皮して成長をするように、成長をしていく過程には「いやなことや、厳しいこと」を乗
り越える「試練」もあります。それを乗り越えることで、がまんしたり、耐えたりする精神的なタフ
さが身についていくと思います。 
 みなさんには、こうした「精神的なたくましさ」も持ち合わせてもらいたいと願っています。 
 さて、豊田中学校を代表して、寺田樹生君が、市派遣団の一員として、広島での平和記念式に参加
し、また８月１５日に行われた磐田市平和祈念式において、平和についての思いを発表してくれまし
た。その発表をできるだけ早く皆さんにも聞いてもらいたくて、今日発表をしてもらいました。皆さ
んがこうして学校で勉強や運動に励み、友達との楽しい時間を共有できるのも、多くの戦争による尊
い犠牲があったものの上にあるという認識をもって、感謝しながら勉学に励んでもらいたいと思うと
共に、平和の在り方について各自が考えて、すこしでも行動に移してもらえればと願う次第です。 
 最後に、この夏に始まった新校舎関係の工事が本格化しました。この関係でグラウンドが使えない
状況となります。体育の授業や部活動では皆さんに迷惑をかけますが、厳しい状況ではありますが、
安全に十分気をつけて、グラウンドが使える時と同様のパフォーマンスができるように頑張りましょ
う。長い２学期です。上手くいくこともいかないことも多々あると思います。先生たちも頑張ります
ので、よりよい学校生活を送るために、皆で力を合わせて頑張りましょう。 
 皆さんの目標が今学期に達成できるような、実りある充実した２学期となることを願って、始業式
の式辞とします。 
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～ はごろも夢講演会のお知らせ ～ 

今年度も以下のように「はごろも『夢』講演会」を開催いたします。ぜひ御来校ください。 
 

１ 講師  岡部 裕子 氏 
１９７６年、那賀郡那賀町（旧木頭村）生まれ。 
６歳の時に原因不明の下肢麻痺で車いす生活となる。 
２１歳から１６年間、仕事と両立しながら車いすテニス選手として活動。 
世界ランキング最高位は、シングルス１６位、ダブルス１３位。国際大会での通算成績は、シ

ングルス優勝４回・準優勝８回、ダブルス優勝１２回・準優勝２８回。２００８年北京パラリン
ピック、２０１２年ロンドンパラリンピックに出場。現在は企業（株式会社ワークスアプリケー
ションズ ワークス徳島人工知能ＮＬＰ研究所）に勤めながら、講演などを通して車いすテニスの
普及活動に取り組んでいる。 

２ 日時  令和元年９月19日（木） 午後１時 ～ 午後３時 

３ 場所  磐田市立豊田中学校 体育館 

４ 講演趣旨 
本校は，学校教育目標「志をもち，たくましく育抜く生徒の育成」のもと，生徒のこころざ

しを育むことをねらい，例年講演会を開催している。また，東京2020オリンピック・パラリ
ンピック教育実施校認証校でもある。そこで，障害を乗り越え夢を追いかけ活躍をしている方
の講演会を企画した。生徒に夢や希望をもち努力することの大切さを感じさせる貴重な機会と
なると考えている。 

～ 夏季休業 ｽﾅｯﾌﾟｼｮｯﾄ ～ 

寺田樹生さん、平和祈念式典で語る！ 
 
 
 
 
 
 
 

地域貢献活動 
 
 
 
 
 

3 年生と５組・７組の教室にテレビが！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女子ソフトテニス部、団体と個人で全国中学校総合体育大会出場（＠京都）！                                     


